














































のであった。そんな折，筆者は 1 頭のてんかん犬と 1 報の
てんかん研究の総説に運命的な出会いをすることができ
た。






























































































日，ラットやウサギでは 14 日，猫では 25 日，サルでは
72 日・192 日などである。キンドリング実験が全盛であっ
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されている。
　筆者は博士論文作成の過程において，この犬カイニン酸













































































































































の結果，無事に F1 子猫が産出され，それら F1 猫にはて
んかん性の脳波異常が認められたのだった。
　この新規てんかんモデルとしての特発性/遺伝性てんか
ん猫モデル研究は平成 21 年度（2009 年）の武田科学振興
財団生命科学研究奨励，翌年平成 22 年度（2010 年）から
は文部科学省科学研究補助金の若手研究 A に採択され，
また上述した範囲の研究内容は 2010 年にてんかん研究の
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　2）　猫 GM2-，犬 GM1ガングリオシドーシス（ライソ
ゾーム病）におけるMRI的特徴









の進行はない），譲り受けてから 2 ヶ月後に MRI を撮像し
た。すると脳全域における白質の異常と脳萎縮が観察され





















出生した 1 頭の 2 ヶ月齢の柴犬を GM1 ガングリオシドー
シスの MRI 的な特徴を調査するという共同研究のため当
教室で譲り受けた。筆者はこの柴犬を 2 ヶ月齢から 11 ヶ




GM1 ガングリオシドーシスの MRI 的特徴として公表する






































果から MRI 横断面において 5 mm 以下の視床間橋厚が犬
の認知機能不全症候群の判定基準になることを見出すこと
ができた6）。この研究論文は小山先生の愛犬の検査時に着
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